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Abstract: The number of land and freshwater molluscs species found so far in Geihoku-cho, are 50 species

belonging to 21 families, of which 44 species in l5 families are land molluscs and 6 species each from a
different family are freshwater molluscs. Relatively there is a larger number of land molluscs represented,
due to the good conditions of the natural environment including the diversified land formation of this town.

On the other hand・the species number of freshwatel- molluscs is rathel- small. which may be due to the high
altitude  and  steep  rivers  and  streams.  Among  the  identified  Cha7"α〃c“〃s加池s",  D妙勿""""""
如祁egasII""紗ZJs加""sis  and D妙j0畑""""αノabiosahfms" were recorded for the first time in Hiroshima

Prefecture. In addition, Geihoku-cho is believed to be the southern limit of distribution of Mtz噌切"雌↑n
I(zefﾉis.

は じ め に

芸北地方における貝類研究の歴史は戦前にはじまり，河本(1934)が太田川水系の山縣郡戸河内地方と中
野村川小田（現在の芸北町）からカワシンジュガイの生息を報告したのが噌矢である．その後,1936年（昭
和11年）の夏，昭和天皇の行幸に際して県内全域で貝類の採集が行われた．このときに集められた標本は
全体で460種15000点以上に上った これらに基づいて，瀧(1938)によって広島県産貝類目録がまとめられ
た．この中には約81種の陸産貝類と24種の淡水産貝類加'又録され，産地にハンジロギセル十方山とヒメビ
ロウドマイマイ佐伯（冠山）の地名が見られる．芸北地方での採集記録としては，これがおそらく最初の
記録と思われる．その後しばらくはこの地方での調査記録は見あたらないが，1958年，総合的な学術調査
が三段峡を中心に行われた．このとき，晴山ら(1959)によって県内初記録種のカワモトギセルをはじめ17
種の陸貝が発見され，この地方での陸貝相の一部がはじめて明らかにされた．これに続く調査は，さらに
20年後の滝山峡における学術調査を待たねばならない．滝山川では現在，温井ダムの建設力垳われている
が，これに先立ち建設省は，名勝地滝山峡の水没前の実相等を記録にとどめるために総合学術調査を実施
した．1981年～1982年の調査で，佐藤ら(1983)は陸産17種と淡水産3種の計20種の貝類を報告し，従来の
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種類に加え新たに16種の生息を明らかにした．
一方，芸北町では，筆者の一人平岡(1993)が臥竜山の陸貝相をとりまとめ，カワリダネビロウドマイマ
イなど20種を報告したカワリダネビロウドマイマイは,湊(1989)によって寂地山を模式産地に記載され，
広島県では平岡(1989)が戸河内町坂根で初めて発見した．また，三段||庚では，平岡(1993)が広島県初のク
リイロキセルガイモドキとダイセンニシキマイマイ等を報告している．

カワシンジュガイについては，前記した河本（1934）の報告後，佐藤(1951)が広島県史蹟名勝天然記念
物調査を実施し,佐伯郡吉和村(太田川水系)に生息していることを報告している.佐藤(1972)と金井(1973）
は，県内における生息現況調査を実施し，太田川の支流・滝山川水系の芸北町奥中原，草安，大利原から
本種の生息を確認している．また，内藤(1988,1989a,1989b,1991,1994)らは，南限域に生息する本種の
生活史を解明することによって，本種が絶滅していった原因を推定し，また，その保護についても報告し
ている．このように，芸北地方では，淡水産貝類についてはカワシンジュガイのみに終始し，淡水産貝類
相に言及した報告は少なく，唯一，佐藤・増田(1983)らによって芸北町に隣接する加計町温井より3科3
種が報告されているのみである．

県内での陸貝の調査は，これまで帝釈地方や備北地域が中心であった．芸北地方は恵まれた自然環境に
あり絶好の貝類研究地といえるが，それにもかかわらずこの地域を対･象とした調査研究はこれまで比較的
少なかった．特に，芸北町は断片的な情報しかなく，今回の調査が本格的な調査としてはじめてのもので
ある．

この調査に際し，広島大学名誉教授，稲葉明彦先生には多くのご助言をいただいた．また，広島大学学
校教育学部助教授，鳥越兼治，湊 宏，矢野重文，多田 昭の諸先生には一部の種の同定あるいは資料の
提供をしていだいた．また，愛媛大学教育学部助教授，家山博史先生にはオオゴマガイの染色体の撮影の
労をとっていただいた．ここに記して感謝の意を表したい．

生 息 環 境

芸北地方は比較的自然に恵まれた地域で,その一部は西中国山地国定公園の指定を受け保護されている．
位置的には中国山地脊梁部の西北端に位置し，標高にして600～1,200mの高地にある．芸北町には1 ,000m
級の山々が緩傾斜をなして起伏し，峡谷や高地性小盆地を形成している．地形は概して北部と西部で高く，
島根県との境には1,000～1,200m級の山々が連なる．この地方の地質は，大部分が流紋岩や花崗岩などで
占められ，陸貝の好生息地として知られる石灰岩の露出地は見あたらない．
気候は海抜高度が高いことから寒冷で，年間平均気温は11℃と低く，夏季でも月平均気温が25℃を下回
る．県内有数の豪雪地帯でもあり，年間降水量は2 ,000mmを越え，中国地方でも最多雨地域に属している．
植生は臥竜山のブナ林に代表されるように自然林を比較的多く残し，総面積の8割以上が林野で占めら
れる．谷部は湿潤な上に倒木が豊富にあるため，陸貝の格好の生息地となっている．
一方，湖沼は樽床貯水池，王泊貯水池等の人工湖がほとんどで見るべきものはなく，河川も各種の整備
事業によって改修が進み，かつての面影を失いつつある．とはいえ他の市町村･と比較すると，依然，自然
度豊かな川を多く残す．町内を流れる川は太田川水系と江の川水系の源流域にあたり，それぞれ瀬戸内海
と日本海に注いでいる．
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調 査 方 法

陸産貝類の生息場所としては，大樹がうっそうと茂る森林で倒木が豊富にある環境がよく，崩レキに落
葉がつもる環境も陸貝の格好の住みかとなる．谷部の湿潤な自然林はこれに近い環境をもつので，調査は
このようなところを中心に行い，樹幹・樹洞・倒木・落葉・ガレ場などを丹念に探り，陸貝の確認に努め
た．また人家周辺では，農作物や植木などと共に移入した帰化種を求め，耕作地や民家の庭の周辺を探索
した．

淡水産貝類については，河川・水田・用水溝の底部や水際を調査し，水草につく貝類の発見にも努めた．
池・沼についても不充分ながら調査を行った．
現地ではできるだけ標本の採集を行うことにしたが，乱獲を慎むために写真撮影だけにとどめたものも
ある．

主要な調査地は，自然林を残す三段峡・臥竜山・天狗石山などの他に，川小田・細見などの集落地であ
る（図1）．

調査は，1991年から1993年にかけて行い，その頻度は次のとおりである
1991年6月3日 , 6月8日 , 7月6日 , 7月8日 , 8月6日 , 9月16日 , 9月22日

1992年6月13日，8月23日，9月5日，9月13日，9月24日
1993年5月8日，5月9日，5月30日，6月7日，6月26日，6月27日，7月6日，7月10日，

7月12日7月16日，7月18日，8月23日，9月5日，9月15日，9月25日

雲 月 山

柴 木 川

Al

図 1 調 査 位 置
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調査結果と考察
陸産貝類

確認された陸産貝類は15科44種を数えた．その内訳をみると（表1)，オナジマイマイ科が9種ともっ
とも多く，キセルガイ科の8種，ナンバンマイマイ科の5種，ベッコウマイマイ科の5種がこれに続いた．
広島県全体での確認種は現在108種であり(平岡1995)，このうちの約40％が芸北町に出現したことに

なる．石灰岩地帯で陸貝の宝庫として知られる帝釈峡の87種(鳥越 1987)と比較すると，その数は1/2程
度に過ぎない．しかしながら，山野峡を含む府中市付近でさえ石灰岩の露出地がありながら，38種の報告
しかない(久家 1979)芸北町は火成岩系の地形であるにもかかわらずこの地域だけで40種を超えており，
陸貝相を見る限り県内でも有数の陸貝産地と言えよう．

このような陸貝相の豊かさは，芸北町が山岳・渓谷・高原など変化に富んだ地形を有し，しかもそこに

は各地で開発などによる伐採や植林が進む中いまだにブナなどの原生林（図2）や自然林に近い環境を多
く残し，陸貝の生息環境が良好に保たれているためと考えられる．
陸産貝類は移動性に乏しく乾燥にも弱いので，森林の伐採などの自然環境の変化によって大きな影響を

受ける．乾燥の激しい造成地や松林・ヒノキ林などは生息に適さず，ほとんど陸貝の姿をみることができ
ない．これに対して，老木が茂り倒木があり，落葉が堆積する森林，例えば臥竜山のブナ林，三段峡・天
狗石山・大暮などの落葉広葉樹林は，陸貝が非常に豊富で種類数も多かった(表2)．また，社寺林は巨樹
を残し自然度も比較的高く，キセルガイ類をはじめ比較的多くの陸貝が見られた．スギ林は林床が

表1 陸産貝類の科別種類数

科名 種 類 数 帝 釈 峡 ( 鳥 越 1 9 8 7 ) と の 共通種

ヤ マ キ サ ゴ

ミジンヤマタニシ

ムシオイガイ

アズキガイ

ゴマガイ

ケシガイ

キセルガイモドキ

キセルガイ

オカクチキレガイ

オオコウラナメクシ

ナメクジ

ベッコゥマイマイ

コウラナメクジ

ナンバンマイマイ

オナジマイマイ

2

2

7

2

芦

0

2 2

2

15科 44種 40種

1

1

1
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表2陸産貝類の地域別確認種類数

科 数 種 数 生 息 環 境

広葉樹・巨木

ブナ原生林・広葉樹

広葉樹

広葉樹

広葉樹・巨木

人家周辺

広葉樹・巨木

人家周辺・神社

広葉樹

植林（スギ林）・広葉樹

人家周辺・神社

人家周辺・神社

人家周辺・神社・広葉樹

植林（スギ林）

広葉樹・神社

人家周辺・広葉樹

人家周辺・神社・植林（スギ林）

- 7 5 -

地 域

三 段 峡

臥竜山

掛頭山

畳 山

天狗石山

小 原

毛無山・大暮

板村・川小田・奥中原

大谷

高杉

枕・溝口

苅屋形・南門原

橋山（吉見坂）

才乙

王泊・細見・杉谷

長者原

八 幡 ・ 雲 耕

図 2 臥 竜 山 の ブ ナ 林
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比較的湿り，老齢林であればゴマガイ類やベッコウマイマイ類のような微小貝が多産することもあった．
人家周辺では，帰化種のナメクジ類のように森林に依存せず耕作地や庭園で繁栄するものもいた．
出現種は帝釈峡と共通（90％）するものが多いが，クリイロキセルガイモドキ・オオゴマガイ・カワリ
ダネビロウドマイマイ・ハンジロギセルなと・備北地方では発見されていない種類もいくつか見られた．特
に，山陰を中心に分布するオオゴマガイ・クリイロキセルガイモドキ（かつてエチゴキセルガイモドキと
称した）は，芸北町が県内唯一の産地であり，現在，分布の南西限にあたる（平岡1993)．また，北方
系でこれまで鳥取県を西限記録としていたパツラマイマイが，戸河内町との境にある聖山に生息するとの
情報がある（鳥越兼治氏私信)．西中国山地は，陸貝相を見る限り，このように山陰系の要素が現れるが，
その一方でサンインコベソマイマイが生息せず，これに代わる山陽系のコベソマイマイが出現するなど陸
貝相は陰陽の要素を備えている．さらにハンジロギセル・カワリダネビロウドマイマイ・モリヤギセルな
どの県北部の山間部に多く見られる中国山地系の種類がこれに加わる．多くはチクヤケマイマイ・ニッポ
ンマイマイなど広域分布種によって占められるが，陸貝相はこのように多様な要素を含み，これが西中国
山地の特徴ともなっている．芸北町は特産種の産出はないものの山陰と山陽の境界付近にあって，相互の
特徴を持ち合わせるなど生物地理学的にも興味のつきない地域である．
次に，今回芸北町で確認された陸産貝類を科別に取り上げ，生息環境や分布状況などについてその特徴
を述べる．

ヤマキサゴ科

臥竜山・天狗石山などにヤマキサゴが分布する．かつてモミジヤマキサゴと呼ばれていたもので，殻
表の成長肋は顕著でない．生息場所は林内の湿った倒木や落葉の下などで，個体数は比較的多い．赤褐
色と黄褐色の2つの型が知られているが（鳥越 1990)，町内には赤褐色のものが多く見られた．

ヤマタニシ科

ミジンヤマタニシが町内の至る所に生息する．主に落葉中で生活し，ゴマガイ類などと共に見つかる
ことが多い．ヤマタニシとアツブタガイは広島県に広く分布するが，芸北地方では発見されていない．
科は違うものの同じような環境にすむ県内普通種のヤマクルマガイも，採集されていない．

ムシオイガイ科
県内初記録種のミヤコムシオイが生息する．大暮・吉見坂などに分布し，朽ち木や石の下などで見つ

かる．分布は日本海方面を近畿から西へと広げているようである（矢野重文氏私信)．イトウムシオイ
は今回発見されていないが，隣接する戸河内町に分布する（鳥越兼治氏私信）ことから芸北町にも生息
しているものと思われる．

アズキガイ科
三段峡でアズキガイの死殼を1個体得た．個体数は少なく，分布域も狭いように思われる

ゴマガイ科
ヒダリマキゴマガイ・キュウシュウゴマガイ・オオゴマガイの3種が確認された．ヒダリマキゴマ力
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イは,北海道から九州・四国にまで広く分布し,ゴマガイ類の中でもっ
とも一般的な種類である．湿った林床に多く，他のゴマガイ類と共に
町内の至る所で見つかる．芸北町のゴマガイ類にはこの他に，ゴマガ
イよりもやや小型でパラタルプリカが緊線と接するものと離れるもの

が存在する．矢野重文氏によれば，一つはキュウシュウゴマガイであ
るがもう一つは不明であり，現在，氏によって検討がなされている

キュウシュウゴマガイは県内初記録種である．特徴は，螺塔がゴマガ
イより塔形となり，縦肋は次体層で細かく螺塔で粗い．
オオゴマガイは広島県では初めての発見であるゴマガイ類中最大

で，殻長は4mmを超える．安藤(1971)によると，パラタルプリカ
はかなり長く腔滑層に被われるとされるが，芸北産は広い腔滑層に被
われるもののパラタルプリカは確認できなかった（図3)．分布は，
これまで出雲地方を中心に鳥取県から島根県にかけて知られていた．

今回芸北町で発見されたことで，分布がさらに西進し，西中国山地に
まで及ぶことが明らかになった（図4）染色体は，図5に示すよう
であった．核型は中部付着型及び次中部付着型(24M+2 SM-M)
マガイ類(Ieyama & Tada  l991)と同じであった．

ケシガイ科

ケシガイが臥竜山・大暮・橋山に生息し,森林内の落葉中から多く見つかる．隣接した戸河内町には，
ケシガイと共にニホンケシガイ・スジケシガイが生息する（鳥越兼治氏私信）との情報があり，芸北町
でも今後発見されるかもしれない．

キセルガイモドキ科

芸北地方には．キセルガイモドキ・フトキセルガイモドキ・クリイロキセルガイモドキの3種が生息

図4 オオゴマガイの分布

○：清末ら(1976).中島(1977)． ■：芸北町臥竜山

図3臥竜山産オオゴマガイ
（殻長: 4.7mm)

に2n=26 (染色体総長: 123.3"m)

からなることが観察され，他の．

識

。

．〃
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夢

する．このうち注目されるのは，クリイロキセルガイモドキである．本種は，日本海沿岸を中心に北海
道から東北，北陸を経て山陰にまで分布する（湊・石坂 1988)．これまでは島根県の大万木山がもっ
とも西側の記録であったが，現在は山陰からさらに西方に延びて，三段峡が今のところ分布の南西限に
あたる（平岡 1993）（図6）．

多毒ミ
竃し

一 頓

図5 オオゴマガイの染色体（芸北町才乙産）〔×2,400〕

キセルガイ科

芸北町には，モリヤギセルなど8種類のキセルガイ類が生息する．この仲間は森林にすみ，樹幹・倒
木・朽ち木などを主要な生活場所としている．

チビギセル・ナミギセル・シリオレギセルが町内にもっとも普通に見られるキセルガイで，分布はほ

間

◎

O 〃

図6 クリイロキセルガイモドキの分布
○：湊石坂(1989)、■：芸北町三段|峡
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ぼ全域に及んでいる．ナミギセルは山陰地方に住むものと同様に大型で，かつてオオナミギセルと呼ば
れていたタイプである．これらと共に見つかるものにスグヒダギセルがいるが，本種は芸北地方では比

較的少なかった．これらの生息場所はいずれも林内の倒木や朽ちた木の下などであり，特にシリオレギ
セルは湿った朽ち木の下などを好む傾向が強くゴミとして捨てられた紙類に集まっていることもあっ

た．希少種のハンジロギセルは樹幹などにはりついて生活することが多く，分布は天狗石山など一部の
地域に限定されていた．ホソヒメギセルとオオタキコギセルは臥竜山など限られた地域で見られ，大木

の樹洞や腐った木屑・樹幹などに群れて生息していた

オカクチキレガイ科

町内ではマルオカチョウジガイとホソオカチョウジガイが確認されている．マルオカチョウジガイは
オカチョウジガイ類中最小の種で，高杉と二川の林内において落葉中から発見された．これに対してホ
ソオカチョウジガイは,橋山地区の民家の庭から採集されている.これと似た環境にすむものにオカチョ
ウジガイ・シリブトオカチョウジガイ・トクサオカチョウジガイがいるが，今回の調査では見つかって
いない．

オオコウラナメクジ科

オオコウラナメクジが町内に生息するものの個体数は少なく，産地も今のところ天狗石山に限られて
いる．朽ちた木の下や隙間などに生息する．

ナメクジ科
ヤマナメクジが町内各地の山中に見られるのに対して，ナメクジは川小田など民家近くで見られた
これらナメクジ類は朽ちた木の下や植木鉢の下など，湿った環境に生息している．

ベッコウマイマイ科

落葉下や朽ち木の下などから5種類が発見された．このうちオオウエキビ・ツノイロヒメベッコウ
カサキビは，臥竜山をはじめ町内に広く分布し個体数も比較的多かった．キビガイとヒラベッコウは，
大暮と臥竜山でそれぞれ確認されただけで個体数も比較的少なかった．

コウラナメクジ科
外来種のチャコウラナメクジが生息する．人家周辺にもっとも普通なナメクジ類で，川小田などの地
域では植木鉢の下などから必ずと言って良いほど見つかる．普通種と思われていたコウラナメクジは，

｜

もともと芸北地方にはいないのか，あるいはチャコウラナメクジに駆逐されたのかはっきりしないが，
芸北町内では確認できなかった．

ナンバンマイマイ科
この科に属するものとしては，コベソマイマイ・カワリダネビロウドマイマイ・サイコクビロウドマ

イマイ・ニッポンマイマイ・シメクチマイマイの5種が生息する．
コベソマイマイは，町内の全域に分布し個体数も多い．ふだんは落葉や倒木などの下にひそむが，降

- 7 9 -



雨後などは林縁近くの路上なと．を活発にはい回る．山陰から庄原市付近までは，近似種のサンインコベ
ソマイマイが分布するが，西中国山地には分布が及んでいないようである（図7）．
カワリダネビロウドマイマイは，県内では臥竜山・三段llk ･深山など西中国山地を中心に発見され，
今のところ東中国山地では見つかっていない．倒木や岩の下などに隠れ目につきにくいが，個体数は比
較的多いものと思われる．サイコクビロウドマイマイは東中国山地に多く，芸北地方では天狗石山で1
個体が発見されているだけである．中国山地のビロウドマイマイ類はこれまで機械的にﾉVWo"0c"o" tis
"owis Kuroda  (M S )イトウビロウドマイマイとされてきたが，県内での分布を見ると（図8),西中
国山地産はカワリダネビロウドマイマイ，東中国山地産はサイコクビロウドマイマイもしくは平岡喜代
典(1989)がjVWo"oc"10""s sp.1とした種類である可能性が高いと思われる．これらは生殖器系に違い
が見られ, N.sp.1は陰茎付属肢を有することと微小だが明瞭な鞭状器をもつことにより（図9),カワ
リダネビロウドマイマイ・サイコクビロウドマイマイと区別される．本種は芸北町では発見できなかっ
たが鞭状器を有する点を除くと，サイコクビロウドマイマイときわめて酷似し，今後サイコクの鞭状器
の欠落が普遍的かつ種的な特徴かどうかという問題を含めて，総合的な検討がなされ両種の関係につい
て明かにされる必要があると考える．

ニッポンマイマイは林縁の草地に多く，橋山・溝口で発見されている．またシメクチマイマイは掛頭
山・長者原・溝口の各地区で見つかっているが，個体数はあまり多くなかった．

オナジマイマイ科

代表的な種類としては，オキニシキマイマイ・イズモマイマイ・サンインマイマイ・コウダカシロマ
イマイ・ウスカワマイマイなどがいる．

オキニシキマイマイは県内最大級のマイマイで，隠岐島から中国山地にかけて点々と分布する．かつ
ては中国山地に生息するものはダイセンニシキマイマイと呼ばれ区別されたが，現在ではオキニシキマ
イマイの同種異名とされている（湊 1988)．この仲間は地方的変異が多く，近畿地方にやや小型のナ
ミマイマイ，伊吹山・白山一帯に基亜種のコガネマイマイが分布する．三段峡・臥竜山・大暮などに生
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図7 広島県におけるコベソマイマイ（■）とサンインコベソマイマイ（▲）の分布
[I:市岡(1 958)､Y: "(1961) M:増田(1980 1990) ,Yo:横識(1980) . k:久家(1979)．無印：平岡〕



○l:芸北町大暮,2:臥竜山,3:三段峡,4;戸河内町那須,5;坂根,6島根県奥匹見峡，
7 :佐伯町針山 , 8 :高宮町川根
★l:芸北町天狗石山,2:比和町吾妻山,3:西城町熊野,4:島根県大万木山,5船通山
●l:高宮町川根,2:高野町岡大内,3:高藤,4:比和町吾妻山,5;西城町県民の森,6:熊野
7:庄原市水越,8:東城町三坂,9:向原町栗森谷
［○5;平岡1989 K4 ,5:東1 982]

カワリダネビロウドマイマイ（○）．サイコクビロウドマイマイ(* )  ,jv"0''0cﾉ"0γ"issp.1 (O)図 8

の広島県とその周辺での分布

[ap.appendix (,陰茎付属肢);ep.epiphallus (陰茎) :fl. flagel lum(鞭状器) ;0d, oviduct(輸卵管) ; ps. pennis
sheath (陰茎紬) ; rm, retractor muscle of penis(陰茎牽引筋) ; rs,receptaculum seminis (受精嚢);
st,stalk of receptaculum seminis (受精嚢柄部) ; vg,vagina(M)]

l 目

図9 カワリダネビロウドマイマイとM"0""/1107'"js sp . 1の生殖器系の比較

11mm
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息するが，個体数はいずれの場所においても少なく希産種の部類に入る．本来，樹上性のようで樹幹・
樹洞・倒木などで生活する．
イズモマイマイはオキニシキマイマイに次ぐ大型のマイマイで，山陰側はもとより山陽側にも広く分

布する．県内沿岸部にまで分布し，広島市・廿日市市にも生息する．町内での産地はやや限られるもの
の，戸河内町松原から吉見坂に至る沿線では多数の死殼が得られている．降雨時には，地面を排掴する
姿が見られる．
サンインマイマイは，鳥取県日南町を模式産地とし山陰側を中心に広く分布する．県内各地に見られ，
廿日市市四季が丘・賀茂郡河内町深山峡など沿岸部にも生息する．樹木の枝や幹など樹上生活をし，大
暮・川小田・王泊などで見られる

コウダカシロマイマイは，林内から林縁の草地にまですみ，溝口・臥竜山・三段峡などの地域では葉
の上にはりついているのを見かけた．

ウスカワマイマイは，耕作地や公園で普通に見られ農作物などを食害する．似たような環境にすむも
のに県内普通種のオナジマイマイがいるが，現在のところ芸北町では見つかっていない．
オナジマイマイ科の種類としては，この他にセトウチマイマイ・オオケマイマイ・チクヤケマイマ
イ・コオオベソマイマイがいる．これらは芸北町では比較的少なく，産地も限られている．セトウチマ
イマイは，山陽側を中心に多産するにもかかわらず町内には少ないようで，わずかに美和東小学校の花
壇で確認されただけであった．

淡水産貝類

淡水産貝類は6科6種力轆認された．広島県内での淡水産貝類は，内藤（印刷中a)が12科24種を確認
していることから，25％しか確認されなかったことになる．内藤(印刷中a)は，三良坂町の上下川水系
棗原において10科18種の淡水貝を確認しているが，芸北町に生息する淡水貝を比較すると，1/3しか生息
していないことになる．その主な原因はイシガイ科の淡水二枚貝が生息していないことであろう．上下川
水系は河川勾配は3/1000と緩く，棗原では6種のイシガイ科力椛認された．芸北町のような渓流が多い河
川形態（サケ科が多く，コイ科が少ない）では，主にコイ科魚類に寄生して分布域を拡大するイシガイ科
の生息は不適であり，分布できないものと推測される．逆に，カワシンジュガイはサケ科を宿主とするた
め，芸北町のような環境はカワシンジュガイにとって好適な生息環境と考えられる．芸北町の淡水貝の種
数が少ないのは寒冷な気候と流れの速い河川形態が影響しているものと思われる．
次に，今回芸北町で確認された淡水産貝類を科別に取り上げ，生息環境や分布域について，その特徴を

述べる．

カワニナ科

カワニナはほとんどの水系で生息を確認した．個体数は多い．広島県では本種の他に，内藤（印刷中
a)がチリメンカワニナを確認しているが，チリメンカワニナは比較的緩流域に生息するため，芸北町
のように流れの速い水系では生息していないものと考えられる．

モノアラガイ科
上メモノアラガイは細見の水田で確認した．個体数は多い．芸北町のほとんどに生息しているものと
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思われる．モノアラガイは確認できなかった

ヒラマキガイ科

ヒラマキミズマイマイを杉谷で確認した．個体数は多い．本種とほぼ同所的に生息するヒラマキガイ
モドキは確認できなかった．

カヮコザラガイ科

カワコザラガイは八I幡原と溝口の水田で確認した
いるものと思われる．

カワシンジュガイ科

往時は食に供するほどたくさん生息していたようであるが，現在は保護区に十数個体が確認されるだ
けとなった（図10)．滝山川水系の個体は自然分布であり，柴木川水系の最上流域である八幡地区に生
息していた個体は移入されたものではないかと推測される．本種の生息域は日本の南限域であり，かつ
世界の南限域にあたるため，環境庁の「日本の絶滅のおそれのある野生生物」の中で，「保護に留意す
べき地域個体群」として，西中国山地に生息するカワシンジュガイが選定されている．また，1986年10
月15日付けで，芸北町の天然記念物にも指定された．
なお，本種の分布域，繁殖生態，生活史については，本誌の「南限域におけるカワシンジュガイの繁

殖生態と保護の試み」を参照されたい

○絶滅したと考えられる地

●生息地

I

図 1 0 芸 北 町におけるカワシンジュガイの分布域

ハスなどの葉の裏に多く，芸北町に広く生息して

雲

零

／､一.L,一・
、
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ドブシジミ科
ドブシジミを杉谷の水田で確認した．個体数は多い．しかし，隣の水田ではまったく生息していない
ことから，どこの水田でも生息しているというのではないらしい．本種は市街地の用水路などからも報
告例があるが，同一種かどうか不明．

摘 要

1 確認された陸産貝類は15科44種で，火成岩系の地形にありながら比較的豊富であった．
2 これは山岳・渓谷・高原など変化に富んだ地形を有し，しかもブナなどの原生林や自然林に近い環境
を多く残し，陸貝の生息環境が良好に保たれているためと考えれた．
3 乾燥の激しい造成地や松林・ヒノキ林などでは，ほとんど陸貝の姿をみることができなかった．これ
に対して，老木が茂り倒木があり，落葉が堆積する森林，臥竜山のブナ林，三段峡・天狗石山・大暮等
の落葉広葉樹林は陸貝が非常に豊富で種類数も多かった．
4 発見されたオオゴマガイとクリイロキセルガイモドキは，芸北地方が県内唯一の産地であり，今のと
ころ当地を分布の南西限としている．
5 陸貝相は広域分布種が多くを占めるが，山陰系や山陽系の種類の他に中国山地系の種類が出現し多様
な要素を含んでいる
6 芸北産ゴマガイ類は3種力轆認され，このうちキュウシュウゴマガイとオオゴマガイは県内初記録で
ある．オオゴマガイの染色体は2n=26で，核型は中部付着型及び次中部付着型からなる．
7 芸北町産ビロウドマイマイ類は2種あり，このうちカワリダネビロウドマイマイが圧倒的に多く，サ
イコクビロウドマイマイは天狗石山で確認されただけであった．

8 県内普通種のヤマタニシ・アツブタガイ・ヤマクルマガイ・オナジマイマイは，芸北町では確認され
なかった．また，山陽側を中心に多産するセトウチマイマイも町内には少ないようで産地も限られてい
た．

9 確認された淡水貝類は6科6種で，淡水貝類相としては貧弱であった．

10 淡水貝類相が貧弱な原因として，芸北町が高地であること，河川形態が急で，流れが速いことなどが
推測された．
11 芸北町のカワシンジュガイ生息地は世界の南限域にあたる．

芸北町の貝類目録

湊 宏（1988）の「日本陸産貝類総目録」及び黒田徳米（1963）の「日本非海産貝
また種ごとに採集地を記した．

ヤマキサゴ科 Helicinidae
ヤマキサゴWtzIde柳αγjaja加脚jc(z (A.Adams)

G A S T R O P O D A

PROSOBRANCH IA

Arc haeogaStropoda
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種の目録の配列は，
類目録」を参考にし，

腹足 綱

前鯛亜綱
原始腹足目



臥竜山･天狗石山･天狗石山一阿佐山･毛無山（図版1,  A)

中腹足目 Mesogastropoda
ヤマタニシ科 Cyclophoridae
ミジンヤマタニシ Mz Az(I(z2"α""c," (Pilsbry)
三段峡･臥竜山･滝の平牧場-八幡小･杉谷･大暮･毛無山･大谷･大暮-米沢林道

ムシオイガイ科 Alycaedae

ミヤコムシオイ Ch""α〃c(ze"s ""s"  (Pilsbry)
吉見坂･橋山大象神社･苅屋形･大暮

アズキガイ科 Pupinidae
アズキガイPMM)"e"αγ帆(Sowerb y)
三段峡

ゴマガイ科 Diplommatinidae
ヒダリマキゴマガイ Paja伽α"sj"α"si"a(Martens)
三段|峡･臥竜山･滝の平牧場-八幡小･雲月山･才乙･大暮･毛無山･橋山大象ﾈ'l'社･小原大歳神社･下溝口

オオゴマガイ D伽0"""""(z I(zbiosa腕"s" Pilsbry
臥竜山･橋山大象神社・才乙

キュウシュウゴマガイD ""g""""“&y"s""e"sis Pilsbry & Hirase
三段峡･臥竜山･滝の平牧場･八幡小･雲耕地主神社･才乙･高杉･天狗石山･大暮･毛無山･川小田･溝口椎

谷峠

カワニナ科 Pleuroceridae

カワニナ Se""s"Icosﾒ)im "beγ妨" "l)eγ""a(Gould)
川小田・中祖・大佐川・橋山・空城・大暮（図版3 , G )

有肺亜綱 PULMONATA
基眼目 Basomm atoph ol-a

ケシガイ科 Carchiidae

ケシガイ Ca”“""〃ﾒ)ess"""" Pilsbry
臥竜山･大暮-米沢林道･橋山大象神社

柄眼目 Stylo mmato phora

モノアラガイ科 Lymnaeidae
上メモノアラガイ A〃s"""I" 0""" (Gould)
細 見 （図版 3 , H )

ヒラマキガイ科 Planorbidae
ヒラマキミズマイマイ Gym""s cﾉ""e"sts (Dunker)
杉谷
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カワコザラガイ科 Ancylid ae

カワコザラガイ P7りtα"の'"!s (Laevapex) nipponicus Kuroda in ls.Taki
八幡・溝口

キセルガイモドキ科 Enidae
キセルガイモドキ Miγ"s,移加α"z's (Kobelt)

臥竜山

フトキセルガイモドキ M./α伽"ic"s j"0"ic"s (Moellendorff)
毛無山 （図版1 , B )

クリイロキセルガイモドキ M. "1de73017"iα"@!s (Moellendorff)
三 段峡（図版 1 , C )

キセルガイ科 Clausliidae

チビギセルP加創‘妙伽(z" " s(I """@si"αb"s (Boettger)
三段峡･臥竜山･高杉･大谷･天狗石山･天狗石山一阿佐山･畳山･大暮-才乙線･大暮･川小田（図版1,  D)

ハンジロギセル PJz6772"""αルg""jg""  (Pilsbry)
天狗石山･毛無山

スグヒダギセル Rzg(I"z"" s""ゆsoi" s"I)gil)627tz (Boettger)
三段峡･臥竜山･大谷

シリオレギセル 乃7twl710MI"(j"s(z b"αb"" (Smith)
三段峡･臥竜山･掛頭山･苅屋形･南門原大歳神社･奥中原森市神社･杉谷･高杉天狗石山･天狗石山一阿佐
山･大暮･大暮-才乙線･毛無山･下溝口･王泊（図版1,  E)

ホソヒメギセル T. 9mc""" (Moellendorff)
臥竜山･天狗石山･奥中原森市神社

ナミギセル Ste7忽“んα2(j"sajα加I""jα伽"ic(z (Cross)
三段峡･臥竜山･掛頭山･大谷･小原大歳神社･天狗石山一阿佐山･畳山･大暮･王泊･吉見坂

オオタキコギセルE1ゅﾉ"ed"s(z digo"叩" (Boettger)
臥竜山

モリヤギセル Vas"“"αst(z "'o1"'" (Kuroda & Taki)
大 谷 ･ 深 山（図版 I , G )

オカクチキレガイ科 Subulinidae

ホソオカチョウジガイ A """s〃増"I(z (Schmacker & Boettger)
橋山

マルオカチョウジガイ A I)7r""" (PilSbry & Hirase)
高杉･二川

オオコウラナメクジ科 Arionidae

オオコウラナメクジjVW)0"""" "γ伽""s Yamaguchi & Habe
天 狗石山（図版 1 , H )

ナメクジ科 Philomycidae
ナメクジ M@耳畑""""", 6j"""""!  (Benson)

(図版1 , F )
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川小田･溝口（図版2,  A)

ヤマナメクジ M. "IIsIo,j/@" (Collinge)

三段峡･臥竜山･小原神社･苅屋形･天狗石山･川小田･下溝口･細見（図版2，
ベッコウマイマイ科 Helicarionidae

キビガイ Gastmdo" ""as""Ogym (Adams)
毛無山

オオウエキビT7りch"〃α"ﾘs /m",7," (Pilsbry)
臥竜山･高杉･大暮･大谷

カサキビ Tc"70#!J"(u c7"""" (Gude)
臥竜山･杉谷･川小田･大暮

ツノイロヒメベッコウ α7nfoc"α"〃s celZzto(ies (Gude)
三段峡･臥竜山･掛頭山･雲耕地主神社･板村森原神社･大谷･大暮･深山･吉見坂

ヒラベッコウ Beﾙﾙ"〃α"tj's "zic7り9,"" (Pilsbry)
臥竜山

コウラナメクジ科 Limacidae

チャコウラナメクジ〃畑“柳α噌吻""s M伽"eγ
川小田.美和東小学校･橋山 （図版2, C)

ナンバンマイマイ科 Camaenid ae

カワリダネビロウドマイマイ jVW)07focl'lo""s s"""cMs Minato
三段峡･臥竜山･天狗石山-阿佐山･深山（図版2,  D)

サイコクビロウドマイマイ N. 0"" "“"s Azuma
天狗石山

シメクチマイマイS(zts""" """,," (PilSbry)
掛頭山･長者原･吉見坂･下溝口 （図版2,  E)

ニッポンマイマイS. j"0""a岬0疵cq (Pfeiffer)
橋山大象神社･溝口南･下溝口（図版2, F)

コベソマイマイS. "lyo"ゅhajα"“"”“I(M  (Martens)
三段峡･臥竜山･掛頭山･長者原･樽床貯水池西側･雲耕地主神社･苅屋形･橋山･大谷･才･天狗石山一阿佐
山 .溝口南･細見神社（図版2 , G )

オナジマイマイ科 Brad ybaenidae
オオケマイマイ Aegis"〃,‘ﾉgi〃α" """" (Schmacker & Boettger)
三段峡

チクヤケマイマイ A. ag"塊"秘""'""  (Gude)
臥竜山

コオオベソマイマイ Ap7りbα"z",,!I(z (Pilsbry)
小原大歳ﾈI I I社･川小田神社･大谷･大暮（図版2, H)

コウダカシロマイマイ T""ﾉz""" " " "eﾉ"s“郡αc" G"de
三段峡･臥竜山･溝口照宮神社･美和東小学校（図版3, A )
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オキニシキマイマイ EzLII(z(im scz"" 0" PjﾉSI)7y
＝ダイセンニシキマイマイ E. S(zll"i d"se"c(z Kuroda

三段峡･臥竜山･天狗石山･深山 （図版3, B)
サンインマイマイ E. """伽"o"z (Pi lsbry)

川小田･大暮･深山･吉見坂･王泊（図版3, C)
セトウチマイマイ E. s"I)"i,"60s(z (Kobelt)

美和東小学校（図版3 , D )
イズモマイマイ E. id副"''o"s (Pilsbry & Gulick)

三段峡･川小田･畳山･吉見坂･橋山（図版3,  E)

ウスカワマイマイ Fγﾙz"cicoI(z deS'"" sieboldi(z71(I Pfeiffer
長者原･奥中原･川小田･枕･美和東小学校･橋山（図版3．F)

二枚貝綱
イシガイ目

カワシンジュガイ科Margaritiferidae

カワシンジュガイ Mal郡γ"舵,秘Iae"is (Haas)
草安・下小原・才乙

マルスダレガイ目 V E N E R O I D A

ドブシジミガイ科 Sp haeriidae

ドブシジミ Sﾒ)II"""""07"""" Westerlund
杉谷・東八l勝

東正雄 1 9 8 2

安藤保二 197l
金井照夫 1973

参 考 文 献
日本産ビロウドマイマイ属2新種 Venus,41 (2) : 102-108

ゴマガイ銘銘伝第2回 貝仲間, 5 (1) : 4-10

広島県山県郡芸北町の力ワシンジュガイMtz増αγ"舵、ﾉα金井照夫1973広島県山県郡芸北町の力ワシンジユガイMtz増αγ""" J " " is  (Haas ,1910)おすとれあ, 4(3) :
5-12

河本卓介 1934 広島県太田川上流のカハシンジュガイ動物学雑誌 46：489

環境庁 1 994 カワシンジュガイ保護増殖検証事業報告書 38PP .

清末忠人・谷岡浩・石坂元・中島良典 1976 鳥取県の陸産貝類鳥取県立博物館報告,  (13) : 1-33
久家光雄 1979 広島県府中市付近の陸貝 おすとれあ，11(1.2）：5-16､PIs. 1-2
黒田徳米 1963 日本非海産貝類目録 71PP .日本貝類学会．

佐藤井岐雄 1951 小瀬川流域に於けるカハシンジユガイの生息地広島県史蹟名勝天然記念物調査報告書(5)：
121-125

佐藤月二 1972 小瀬川流域のカワシンジユガイを中心とした県内のカワシンジユガイ生息現況(広島県天然記念物）
広島県文化財調査報告書 (10) : 15-23

・増田隆志 1983 滝山狭の貝類滝山狭 自然と生活（総合学術調査研究報告）：489-495
1 938 広島県産貝類目録 33pp .広島県
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鳥越兼治 1987 帝釈峡およびその周辺の陸産貝類広島大学学校教育学部紀要2（10)125-134
1990 ヤマキサゴ色彩二型の帝釈峡における分布ちりぽたん, 21(1･2) :9-11

内藤順一1988広島県芸北町におけるカワシンジュガイの繁殖生態 比和科学博物館研究報告 (27) : 7-15 2plS
・田村龍弘 1989 広島県淡水二枚貝の分布記録比婆科学，144:13-19
1989a地域の自然の教材化をめざして（Ⅱ）「生物の集団」の指導資料として 広島県（南限付近）
におけるカワシンジュガイの繁殖生態とその教材化生物研究 28(1) : 37-47
1989b 広島県芸北町における力ワシンジュガイの保護について 淡水魚保護(2) : 99-101
1991 南限域におけるカワシンジュガイの生活史(1)比和科学博物館研究報告(29) : 53-60 1pls .
・楪彰矩（印刷中a) 広島県灰塚ダム周辺地域の淡水貝類
（印刷中b) 熊野町の淡水動物一甲殻類（エビ・カニ類)･淡水貝類の記録一

比婆科学教育振興会1994増補改訂版 広島県の淡水魚239pp .中国新聞社
中島良典1977島根半島の陸産貝類目録 南紀生物，19(2)：73-77
春山省吾・佐藤月二・白附憲之1959．三段峡の陸貝 三段峡と八幡高原（総合学術研究報告)，369-371．広島県教

育委員会．
平岡喜代典 1989 広島県と岡山県で採集されたビロウドマイマイ類3種について比婆科学，144：7-11

1993 クリイロキセルガイモドキの新産地ちりぽたん, 24(2) :57
1995 広島県の陸産貝類目録と文献について おすとれあ，20(3):1-12
・久家光雄 1994 廿日市市の軟体動物廿日市市の生物，237-249

増田隆志 1980 世羅台地の貝について（予報） ヒドラ会会報，13(1)：3-5
・野上光章 1982 広島県の軟体動物広島の生物：247-276
1990 鈴張の貝 ヒドラ会会報，21(2)：8

湊宏 1989日本陸産貝類総目録 294pp .日本陸産貝類総目録刊行会．
・石坂元 1 989 知床半島で見つかったクリイロキセルガイモドキの記録とそとその分布ちりぽたん，
20(1･2) : 15-18

楪彰矩 1961 陸貝採集記録比婆科学，55：32．
横溝和志 1 980 広島県帝釈峡近辺の陸貝類比婆科学, 114 : 25-30
1eyama, H. and Tada, A. 1 991  Chl･omosomal Studies and the Quantitative Evaluation of Nucleal･ Images Stained with

Feulgen Dye in the Diplommatinidae Venus｡ 50 (19) : 6878

1995年9月9日受付；1995年10月14日受理
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芸 北 町の陸産貝類 1

ヤマキサゴ Wtz/de"2"'iαﾉα伽"ic(z  (A.Adams)
10.4×7.4mm 臥竜山産 1 991年6月8日撮影

フトキセルガイモドキMi l74sﾉα伽J1 j c I # sm" ﾉ " " s (フトキセルガイモドキ Mil74sﾉ"0"に"sﾉ"0ﾉ"c"s (Mollendorff)
11．2×29.4mm 毛無山産 1 993年5月9日撮影
クリイロキセルガイモドキ Mi"Js 7℃"!α",'s  (Kobelt)

25．0×9.2mnl三段峡産 1993年7月10日撮影
チビギセル P伽g"ゆﾉ!""s(Z ""("!si"",,js  (Boettger)
3．9×17 . 5n1m 三段|峡産 1993年7月12日撮影
シリオレギセル7ym'"oj)ﾉt"(IMsab"αI)"" (Smith)
6．2×25 .4mm 天狗石山産 1992年6月20日撮影

ナミギセル S"1℃"ﾉ1(zedMsαﾉα抑"'“/α伽I,ic(z (Cross)
8．0×36 .8mm 三段峡産 1 992年6月6日撮影

モリヤギセル 1/tJs|""α"αStα"101'I)'"  (Kuroda & Taki)
77×29.2mm 深山産 1 993年5月8日撮影

オオコウラナメクジNW)0"(z"078 c""1""s Yamaguchi & Habe
38m m 天狗石山産 1 992年6月20日撮影
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ヤマナメクジA"g/""α姉"〃ハ7!/istol"" (Collinge)
150mm 臥竜山産 1 993年7月12日撮影

チヤコウラナメクジ L""(z" "2(z7I9i""zIs Mullel.

35mm 川小田産 1 994年9月3日撮影
カワリダネビロウドマイマイ A"〃0"“ﾉ"""s s""

芸 北 町 の 陸 産 貝 類 2

ナメクジ M@g""α"""！〃""e"1{"〃(Benson)

45mm 川小田産 1 993年9月25日撮影
ヤマナメクジA"耳ﾉ"瓶α","加緬f IzsiO7,"γi (C(

カワリタ不ヒロワドマイマイⅣj〃0 " “ ﾉ " 0γ噸ss " "α " c " s M i n a t o

20．2×13.1mm 臥竜山産 1993年6月29日撮影
シメクチマイマイ S"s""α〃γγ"gi"" (Pilsbry)
15．4×12.8mm 橋山産 1 993年7月10日撮影
ニッポンマイマイS"s z""αﾉα""“ﾉα'0"ic(z (Pfeiffer)
15．2×14 . 5mm溝口産 1993年9月15日撮影
コベソマイマイ S"s I""α"ﾘ0"ゅ血("α"ﾘ0"ゅ"" (Martens)
42．0×30. 6mm 雲耕産 1992年10月24日撮影
コオオベソマイマイ Aegista伽り“""""I(I  (Pilsbry)
14．0×8.2mm 小原産 1 993年7月18日撮影
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図 版 3

芸北町の陸産貝類 3

コウダカシロマイマイ T1坤血叩j"αα"""@cs cFemc" Gude
13．8×13.3mm櫛口産 1 993年7月18日撮影
オキニシキマイマイ E抑h“γ(↓s"2(J" 0"j PilSbry
45．0×27 . 3mm 臥竜山産 1994年9月6日撮影
サンインマイマイ E,l/i"" """j ("""  (Pilsbry)
23．8×22 . 0111111橘山産 1 993年7月18日撮影
セトウチマイマイ E伽ﾉ,(I(I,･u s"I)"i,"bos(I (Kobelt)
30．5×20.3mm 美和産 1 993年9月15日撮影
イズモマィマィ E"ﾉz(z(Im idzl""012is (PilSbry & Gulick)
52．1×34.2mm 橋山産 1 993年7月10日撮影
ウスカワマイマイ Fm"CicoI(z (iesp"" sie加峨(z72" Pfeiffer
16．9×14 . 7mm 奥中原産 1 994年6月4日撮影
上メモノアラガイA 1!StmP"le(Z o"1!I(Z (Gould)

廿日市市平良産1987年撮影
カワニナSe"isIcIcoSpim libeγ"猟α〃l)21"'" (Go uld)
八幡原産 1992年10月24日撮影
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